
医療功労賞を受賞して

受賞報告

　この度は医療功労賞という大変名誉ある賞を賜り大変光栄に存じます。この受賞にあたり、推薦をいただいた柿澤会長はじめ道士会役員の
方、今までの勤務先の職員の皆様に感謝御礼申し上げます。
　私が理学療法士という職業を知ったのは、高校3年の夏でした。出身地の中富良野の先輩が理学療法士の養成校に行っている事を父が教え
てくれたのがきっかけでした。その人は元道士会会長の水本善四郎先生で、私の恩人です。その頃の養成校は全国で八校のみで道内には無く、
大阪の養成校に入学しました。卒業後は小児分野に進み、大阪で4年ほど勤務しました。その後、道立札幌肢体不自由児総合療育センター
（現在の道立子ども総合医療・療育センター）に就職しました。入職当時は広域な道内各地の小児施設には理学療法士が少なく、医師と共に
巡回療育相談や療育キャンプなどが特に必要な時期でした。また、研修会の実施、理学療法士の学生の実習受け入れも積極的に行いました。

60才の定年まで35年間勤務しました。退職後はフリーの理学療法として14か所でパート
勤務しています。午前と午後で別の勤務も多く、昼休みに車で移動しています。自分で移動
してみて、改めて北海道は広いと実感しました。その中でかつて担当した子どもが成人になり
久しぶりに再会する事も多く、この仕事をしていて本当に良かったと思います。
　最近は医療的ケア児の重症児デイサービスも増えており、10か所で勤務しています。障害
も重度重複化しており、最新の知識や技術の習得は必須です。今後も健康に気を付けて研修
会や学術大会など研鑽を続け、可能な限り仕事を続けたいと思っていますので、皆様今後と
もよろしくお願いいたします。私が道士会に入会した昭和55年は道内の養成校はまだ無く、
会員が80名程度でした。今は養成校が13校、会員が7000名を超えており、多くの分野での
活躍と、道士会のますますの発展を心より祈念いたします。

水上 八行

　2023年9月、12月の4日間で「PTのための中級パラスポーツ指導員養成講習会」が旭川市障がい者福祉
センター おぴった で開催されました。全道各地だけでなく、広島県からも参加者がおりパラスポーツを学びま
した。実技は試合形式が多く、下手ながらに熱く盛り上がり、次の日は筋肉痛になったことを思い出します。座学の
講義では、どの講師も経験談が多く、その際の画像や動画も見せてくれ、楽しく学べる時間となりました。
　今回の経験を生かし、職場では「レク・スポーツの日」と題して、今年の
１月から週1回利用者がスポーツを楽しむ日とし、第１回はボッチャ・フラ
イングディスク・ビーンバッグ投げ・スラロームを行いました。利用者に笑
顔が溢れ楽しい日となりました。その後のアンケート調査でも9割以上の
利用者が満足と回答してくれていました。まずは、施設から地域社会へ
パラスポーツを広げる事を中心に活動していきたいと思っています。

旭川育成会 やすらぎ園

内村 隆一郎

　講義内容は多岐に渡っており、パラスポーツ現場での理学療法士の役割や障がいの理解などを座学にて
学び、実技の中で様々なパラスポーツを実際に体験することができました。講師陣は東京2020をはじめ、様々
なパラスポーツ現場に携わっているトップランナーの方々で現場の「リアル」を聴くことができ、非常に充実した
4日間となりました。
　東京2020の盛り上がりも受けてパラスポーツの楽しさや奥深さが少しずつ周知されて来ましたが、まだ
まだ認知度は低いように感じます。パラスポーツが健常スポーツと同様に多くの国民が熱狂するエンターテイ
メントの一つになるよう、理学療法士として微力ながら関わって参ります。
　今回、北海道で講習会を開催することにあたり、ご尽力いただいた講師陣の皆様、スタッフの皆様に感謝を
申し上げるとともにご報告とさせていただきます。

渓仁会 真駒内在宅クリニック
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中級パラスポーツ
指導員養成講習会を振り返って

◎札幌すずらんピック陸上大会…6月2日（札幌）　 　　
◎北海道アダプテッド陸上大会…8月18日（旭川）

◎北海道障がい者スポーツ大会（陸上、車椅子バスケ競技）…9月29日（帯広）　
◎北海道障がい者スポーツ冬季大会…………………………2月上旬（旭川）

今年度、障がい者スポーツ支援部では以下のパラスポーツ大会で理学療法士がサポートいたします！




